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はじめに
　NICU・GCUに入院している児は、全てのケアを他
者に依存しており、看護師が児と接触する回数が多
い。昨年度、NICU・GCU病棟では手指衛生遵守率を
WHOガイドラインに提示されている 5つのタイミ
ングに分け評価した。その結果、手指衛生遵守率は
③体液に暴露された可能性のある場合⑤患者周辺の
環境や物品に触れた後が低かった。その理由として
看護師の知識や意識の影響があると考えられた。今
回、手指衛生遵守率の評価を継続して行うと共に看
護師の知識・意識調査を行い、手指衛生遵守率に知識・
意識がどのような影響を与えているかを検討する。
用語の定義
・実施自覚率：手指衛生を実施していると自覚して
いる看護師の割合
・必要度認識率：手指衛生が必要と認識している看
護師の割合
・5つのタイミング知識保有率：手指衛生の5つのタ
イミング（以下5Rとする）を知識として保有して
いる看護師の割合
Ⅰ  研究目的
　NICU・GCU看護師の手指衛生遵守状況を調査し手
指衛生遵守率を明らかにする。また、看護師の知識・
意識と、手指衛生遵守率の関連を明らかにする。
Ⅱ  研究方法
１．対象：A病院 NICU・GCUの看護師 40名
２．方法
　１）調査期間：2014 年10月1日～11月30日
　２）データ収集の方法
　　5Rに基づき、自作の評価表を作成し、研究
者の観察のもと手指衛生遵守状況を評価する。
観察項目に基づき、各ケアおよび 5R の知識
についてアンケート調査を行う。
　３）分析・評価方法
　　手指衛生遵守率を算出し、先行研究の手指
衛生遵守率と比較検討する。また、手指衛生
遵守率と必要度認識率及び 5R 知識保有率を
X2 検定にて比較検討し、手指衛生の実施と看
護師の認識及び知識保有の関係を明らかにす
る。
Ⅲ  倫理的配慮
　本学研究倫理審査委員会に承認を得ている（受付
番号 2816）。被験者へ、研究の趣旨を説明しプライ
バシー保護及び協力、辞退の自由について説明し、
了承を得られた被験者を対象としてデータを収集し
た。調査結果は本研究以外の目的では使用せず、個
人の特定が出来ないように配慮した。
Ⅳ  結果
表１．手指衛生の遵守率
　先行研究と比較すると 5R の全てで手指衛生遵守
率が上昇した。
　アンケート調査の結果、実施自覚率は81.7%であっ
た。必要度認識率は 100.0% であった。5R知識保有
率は 46.5% であった。
表２．比較検討結果
　上記の表に示した通り、X2 検定結果は手指衛生遵
守率と実施自覚率、手指衛生遵守率と必要度認識率、
必要度認識率と 5R 知識保有率で有意差が認められ
た。
　多くの看護師が手指衛生を実施していると自覚し
ているより、手指衛生が実施されていないことが明
らかになった。
　看護師が手指衛生の必要性を認識しているにも関
わらず、手指衛生実施に結びついていないことが明
らかになった。
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手指衛生のタイミング 2013 年 2014 年
①患者に触れる前 16.7% 57.0%
②清潔・無菌操作の前 14.3% 38.5%
③体液・血液に曝露された
　可能性のある場合 0.0% 45.9%
④患者に触れた後 28.1% 68.3%
⑤患者周辺の環境や物品に
　触れた後 8.3% 42.4%
全てのタイミングの総計 13.5% 52.4%
X2 検定結果　　　　　　　　p＜ 0.05 　　　P
手指衛生遵守率と実施自覚率 0.00000
手指衛生遵守率と必要度認識率 0.00000
必要度認識率と５R知識保有率 0.00000
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　手指衛生の必要性は認識しているが、5Rを理解し
ていないため、実際の実施に至っていないことが伺
えた。
Ⅴ  考察
　手指衛生遵守率が昨年度よりも上昇した要因とし
て、昨年度の結果を看護師が理解した事や毎月の手
指衛生オーディットが効果をもたらしたと考えられ
る。
　一木は「手指衛生の遵守率を上げることは、必要
性を理解しているだけでは実践に結びつかず困難で
あり、また、医療従事者は自身が思っている程、実
際には手指衛生を行っておらず、認識と行動にはず
れがある」１）と言っている。今回の調査でも認識と
行動のずれが明確となり、手指衛生遵守率が低い原
因であると考えられた。
また必要度認識率と 5Ｒ知識保有率で有意差が認め
られたことから、知識の理解度が手指衛生遵守率に
影響を与えていると考える。
以上のことから、知識向上のための介入を行うこと
で手指衛生遵守率に変化があるか調査する必要があ
ると考える。
Ⅵ  結論
１．先行研究と比較すると手指衛生遵守率が上昇
した。
２．手指衛生遵守率と実施自覚率に有意差を認め
た。
３．手指衛生遵守率と必要度認識率に有意差を認
めた。5つのタイミング知識保有率に有意差を
認めた。
４．これらのずれが手指衛生遵守率の低い原因で
ある事が示唆された。
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